
農村流通 システムの変遷 にみ る
エジプ トの地域性

加 藤 博

1.な ぜ 「農村流通 システム」なのか

私の専門は近代エジプ ト社会経済史であり、現在私が実際にやっているのは19世 紀中葉、い

まから150～160年 前の小 さな村、あるいは遊牧社会 に起 きた争いごとを裁判文書で起 こし、そ

れを聞き取 り調査 と比較す ることである。要す るに文書で起 こした もの と、現在それがどのよ

うに伝 わっているかを比較 して、19世 紀から現在 までエ ジプ ト社会が近代化の中で、どのよう

な変容を受 けたのかを ミクロな レベルで検証 しようとしている。 したが って、極めて具体的な

ことにこだわ った研究を進めているわけであるが、そのためであろ うか、それ とは逆に研究対

象を抽象化 してみたいという欲求 も一方 にある。例えば、 自分の研究対象をイスラム社会論 と

いう形で提示 してみたいという気が起 きている。

た しかにエ ジプ トは、イスラム世界にあっては非常に特異な水利農耕社会である。 しか し、

そのエジプ トでさえ もイスラム世界を知 るためのキーワー ドである都市、商人、貨幣、流通 と

かの言葉を抜 きにして、前近代はもちろんのこと、現代のエジプ ト社会で さえ論 じられない。

具体的にはムカーウィル(請 負業者)だ とか、ムアッリム(親 方)と か呼ばれ る人達が、エジ

プ ト社会で果 した役割などに注目 している。私はこのよ うな問題関心を土地制度、あるいは税

制度 という社会経済史研究にとって、極 めて古典的なテーマを追 う中で持っに至 ったのである

が、その過程で流通 システムや市の運営に関 しても興味を抱 き、数本の論文を書 いた。来年 あ

た りにはこのテーマをよ り深めるため、農村流通機構を主題 にエジプ ト研究者 と共同砥究をす

るつもりである。

近代エジプ ト史研究にとって農村流通 システムは、近代化論的な史観(「 農村」と 「都市」、

あるいは 「国内経済」 と 「国際経済」の二項対立を前提とした史観)を 克服す るための研究領

域である。これまでエ ジプ トも近代化論的史観に基づ く研究が主流を占めたが、それを単純 に

図式化す ると次のよ うになる。エジプ トにおいて農村は、都市とは交流のない孤立 した空間で

あ り、都市は農村の海の中の島みたいな空間で、政治の中心であった。その中で農村を都市 と

結びつけ地域経済、地域社会をっ くり出 し、農村 と都市をまき込んだ市場 メカニズムを機能 さ

せるよ うなインパ ク トを与えたのが1798年 のナポレオ ン ・ボナパル トのエ ジプ ト遠征であり、

ここに初めてエジプ トにおいて、地域経済か ら国民経済へ と経済が発展す る素地が築かれた、

とされたのである。

ところで、 このような近代化論的史観 に対 して、1970年 代以降様 々な議論がなされてきたが、
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近代化論的な史観に対抗 し得 るほど説得力を持っ議論は少なか った。その最大の原因は、反論

のためには農村 と都市、あるいは国内経済と国際経済を結びっけるような農村部の流通 システ

ムの実証的な解明が不可欠であるが、それが ほとんどなされて こなか った ことである。近年に

なってようやく参考文献に挙げたケネス ・クー ノー(歴 史学者)の 業績のように裁判文書、あ

るいは徴税文書 に依拠 し、18世 紀か ら19世紀にかけての地域経済の実態を明 らかに しようと試

み られ るよ うにな った。

2.エ ジプ トの 「地域性」 とは

さて、本 日はこの農村流通 システムにおけるエジプ トの地域性を論 じるわけであるが、エジ

プ トの地域性にっいては、 これまで改めて地域性 とは何かを定義せずとも、すでに大昔か らエ

ジプ トは一貫 してまとまりのある地域 と捉えられてきた。っまり、エ ジプ トの地域性は自明な

ものとされて きたわけで、その根拠 は常にナイルに帰せ られて きた。

その象徴が、歴史学の父 と呼ばれているギ リシアの歴史家ヘ ロ ドトスのr歴 史』に見 られる

「エジプ トはナイルの賜物であ る」という文言である。これはナイルがエ ジプ トに もた らす恩

恵が巨大であることを述べた文言であると理解 されて きた。 しか し、ヘロ ドトスはこの文言を、

エ ジプ トのナイルデルタはナイルの沖積作用の結果、でき上が ったものであり、まさにエ ジプ

トはナイルの賜物であ るという即物的な意味で使 っている。 それはともか く、ヘ ロ ドトスの

r歴史』全9巻 の うち第2巻 がエジプ トの民俗誌にあて られ、その中でヘロ ドトスは、ナイル

の氾濫についての驚 きをrナ イル河が氾濫 しは じめると、河べ りの凹地や低地帯が先ず河から

滲み出て くる水で満 ちは じめる。そ して水が満 ちるとほとん ど同時 に、一面に小魚でいっぱい

になる』(松 平千秋訳、岩波文庫)と 表現 している。 しか し、これは明 らかに間違 いで、ナイ

ルの河岸の畑には運河で水が引かれ るわけだが、ナイルが氾濫する状況が、ヘ ロ ドトスにとっ

ては、あたか も川底か ら水が滲み出て くるように緩慢であ ったところか ら、 このような表現 と

な ったと思われ る。 このよ うにヘ ロ ドトスのナイル氾濫の叙述が正確さを欠 くところから、へ

ロ ドトスがナイルの氾濫時に実際にエ ジプ トにいて、それを観察 したのか疑問視す る向きもあ

る。 しか し、ことナイル氾濫後の彼の記述にっいては、19世 紀 においてエジプ トの灌概 システ

ムが 自然灌概体系か ら通年灌概体系へ移行するまでのナイルの水による農耕状態を、実に見事

に表現 している。っまりrナ イルが水嵩を増す時には、デルタ地帯ばか りでな く、 いわゆるリ

ビア領やアラビア領のあちこちで、両方面それぞれ実に2日 行程の距離に もわた って 時に

よ って はそれ以上の こと もあ り、またそれ に及 ばぬ こと もあるが 氾濫す る』 そ して、
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rナ イルが国土に氾濫すると、水上に現われているのは町々だけとなり、その様 はエーゲ海上

に浮ぶ島撰 さなが らである。すなわちエ ジプ トの全土 は大海 と化 し、町々だけが水上に現われ

ているのである。 このよ うなことになると、水を渡 るに ももはや河流に沿 うことはな く、平野

の真唯中を行 くことにな る。例えばナ ウクラティスか らメンピスへ遡航す るのに、実に ピラ

ミッ ドの傍を通 って船が進むのである』。そ して、その後の農耕について、 『実際現在の とこ

ろは、 この地域の住民は、あらゆる他の民族や この地域以外 に住むエ ジプ ト人に比 して、確か

に最 も労少な くして農作物の収穫をあげているのである。鋤で畦を起 したり、鍬を用いたり、

そのほか一般の農民が収穫をあげるために払 うような労力は一切払 うことな く、河がひとりで

に入 ってきて彼 らの耕地 を灌概 してまた引いてゆ くと、各 自種子をまいて畑 に豚を入れ、豚 に

種子を踏みつけさせると、あとは収穫を待つばかり。それか ら豚を使 って穀物を脱穀 し、か く

て収穫を終えるのである』と記 している。 こうした状況は19世 紀の中葉までエジプ トにあった

ものである。 このよ うに観察者にとって、エジプ トの神秘はナイルの氾濫を見た驚 きに端を発

していたといえる。その驚 きはナイル水源の謎を生み、19世 紀の60年 代 におけるス ピークとグ

ラン トの 白ナイル水源の発見 まで続 くナイル水源探索史が展開されることになる。我々はしば

しばナイル峡谷一 英語でナイルバ レー、アラビア語でワーデーニール という言葉を使 う

が、この言葉 はナイル水源探索史 と結びっいた地理上の表現である。

19世紀の前半、エ ジプ トのスーダ ン征服によってエジプ ト領スーダンが成立する。以後、エ

ジプ ト領 スーダンを含む 「大エ ジプ ト」という意味で 「ナイル峡谷」という言葉が使われ るよ

うになる。それは、地中海か らビク トリア湖までの白ナイル流域を指 し、白ナイル水源探索 と

結びついた政治的概念である。それまではエジプ トにとって重要だったのは白ナイル流域で は

なく、青ナイル流域、っまりエチオ ピア方面への流域であり、そこには金鉱山、流刑場、紅海

に抜ける交易ルー トがあ った。 ところが、白ナイル水源の発見以降、ナイル峡谷が意味す る流

域は白ナイル流域、すなわち ビク トリア湖方面の中央アフ リカ、ブラックアフ リカへ と向かう

地方へ と移 ってい く。それはヨーロッパ列強のアフ リカ争奪戦 と結びついた ものであり、現在

のスーダ ンも、 この 「ナイル峡谷」に建設 された国家である。

それはともか く、 こうしてエ ジプ ト人は、古来一貫 してナイルの水 に依存 して生活 してきた

わけであるが、 このナイルの氾濫に見 られ る特異性をもって、エジプ ト人の独特な性格の根拠

とされてきた。例えば、ヘ ロ ドトスもrエ ジプ ト人はこの国独特の風土と他の河川 と性格を異

にする河 とに相応 じたかの ごとく、ほとん どあらゆ る点で他民族 とは正反対の風俗習慣をもつ

ようになった。例えば女は市場へ出て商いをす るのに、男 は家 にいて機織をする。機を織 る
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にも他国では緯を下か ら上へ押 し上げて織るのに、エ ジプ ト人は上か ら下へ押す。また荷物を

運ぶのに男は頭に載せ、女は肩に担 う。小便を女 は立 って し、男 はしゃがんです る。一般に排

便は屋内です るが、食事 は戸外の路上でする』 と述べ、以下、エジプ ト人の独特 な性格の具体

相が延々と記述 される。そ して、エ ジプ ト、あるいはエ ジプ ト人が他国、あるいは他民族 と違

うという観察は、必ず しもヘロ ドトスのような もっとも彼を ヨーロッパ人 と呼んでいいの

か疑問だが ヨーロッパの旅行家だけではな く、アラブ人、またはイスラム教徒の旅行家 も

まった く同 じよ うになしているdま た、このエ ジプ ト人の独特な性格については、観察する側

のみならず、観察 され る当のエ ジプ ト入にもまた意識 されている。

例えば、現在において 「エジプ ト的性格」という表現があるが、エジプ ト人は何か問題あ る

とその原因を突き詰あず、 「我々はエジプ ト人だか ら」 とい うことで済ま して しまうことが多

い。このいわば思考停止みたいな形で 自分たちの独自性を持ち出す点において、彼 らは我 々日

本人と同 じ精神構造を持 っている。 このように観察す る側 もされる側 も、大昔か ら現在に至 る

まで、エジプ トは特異な空間、そこに住むエ ジプ ト人 は特異な人々であると意識 してきた。

3.エ ジプ ト農村流通 システムの地域性

さて、こうしたエ ジプ トにおいて、農村流通 システムはどのよ うなものであったか。先ず指

摘すべ きは、エ ジプ トは典型的な水利農耕社会であり、実に多 くの定期市が存在 したとい うこ

とである。それ も数が多いのみな らず、よく組織 されている。今 日、市が立っのはほとんど金

曜日(イ スラム教徒にとっての休 日)以 外の日である。 この こと一っを とっても、現在に至 る

まで、市が 日常的な経済空間として機能 してきたことが分かる。金曜日に市が立っのは、都市

部の特殊な市であ り、例えばカイロのらくだ市などであ る。
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1898年 、第1回 の人ロセ ンサス(そ の後、ほぼ10年 ごとに行われる)に 合わせて、各村落の

住民に 「あなたは何処の市に行 っていますか?」 という質 問がなされ、その回答が3っ の県

(ダカフリーヤ県、 シャルキーヤ県、カリュー ビーヤ県)に ついて整理 されているが、その回

答結果を市 ごとに整理 し直 したのが、表1(こ こに示 したのはその一部であり、そのすべてに

っいては、参考文献(4)㈲を参照)で ある。 そこには、鉄道 とナイルの交通事情、当時の植民地

経済における主要換金作物であった綿花関係の統計、その綿花の売買に特化 した綿花市場(ハ

ラカ)と 家畜市の所在などの情報 ももり込 まれている。

1898年 というのは、イギ リスの軍事 占領下に置かれたエ ジプ トにおいて国家が農村流通に積

極的に介入 し、エジプ ト・マーケ ッ ト・カ ンパニーという会社を作 り、定期市の統廃合を図 っ

た非常 に重要な年である。そのためこの資料は、国家が農村流通に介入する以前の定期市状況

を示 してお り、その後の定期市の展開を知 るための基準 となる資料 として重要である。

図1は 、カ リュービーヤ県カ リューブ郡

の定期市の市場圏に関す る情報を地図化 し

たものであるが、この地図か らだけで もエ

ジプ トにおいて、定期市が繁栄 し、組織 さ

れていたことがわかるであろう。 この状況

は参考文献(2)のクーノーの研究で指摘され

たように、18世 紀において も見 られたと考

え られる。更には参考文献(7)に見 られる佐

藤次高のファイユーム地方の社会史研究か

ら判断する限 り、基本的には同 じ状況が中

世 において も観察されたもの と思われる。

勿論、人口の規模によって定期市の数、運

営のされ方に変化が見 られたであろうが、

定期市が一貫 してエ ジプ トの農村部におい

て、重要な経済的機能を果 していた という

ことは間違いのないことである。

それにもかかわらず、エ ジプ トの定期市

について理論的考察を加えた文献 はほとん

どな く、その貴重な例外 は参考文献(1)のア

図1下 エジプ ト3県 に所在する週市の郡別市場圏図のサンプル
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メリカの社会学者ラーソ ンによる論文である。彼女の論文はキ ャロル ・ス ミスの研究に依拠 し、

そ こで指摘 された5つ の流通 システムの型の うちエジプ トに適用できるもの として、

central -place system,

tem

ket

dendritic central -place system,

の3っ の型を挙げてい る。

, religious market,

interlocking central

また具体的な市の類型 と して、

major　 entrepot

village

solar

-place sys-

market , town mar-

の4っ を 挙 げ て い る。 ラ ー ソ ン は300年 に わ た る流

通 システムの変遷を追お うとしたが、実際には実証的な統計、叙述が揃 うのは19世 紀に入 って

か らであ り、彼女の記述のほとんどは、19世 紀以降の国家による農村流通への介入を跡づける

ことにあて られている。 その中から彼女は、エ ジプ トの流通 システムが18世 紀から現代までの

300年 間 に 、

tem

solar , administered type

へ 、そ して さ ら に、

of market system か らdendritic , monopolistic

system that combines elements of several types

sys-

へ と変遷 したと結論

づけている。彼女の記述 から一貫 して伺えるのは、エジプ トでは経済流通 システム と国家権力

とは昔か ら密接な関係にあり、時代時代の流通 システムの違いは、 この両者の結びつき方の違

いに基づ くということである。

ラーソンの論文をふまえて、エジプ ト農村流通 システムの地域性にっいての私の見解を述べ

てみたいと思 う。論 じたい点はい くっもあるが、ここではラーソン論文との関係か ら、農村流

通 システムと国家 との関係にっいてのみ言及す ることにしよう。 さて、私がラーソンの論文に

物足 りなさを感 じる一点 は、彼女の市の類型 に関 してである。っまり、市を

と town market に類型化す ることに対する疑問である。

village market

そ もそ もエジプ トの場合、ヘ ロ ドトスの言葉からも判断 されるように、集落はナイル氾濫の

ときに浸水 しない高いところに立地 したという程度の規則性 しか持たずに展開 し、かっそれ ら

は、人々がまとまって住む極端な塊村形態をとっていた。その大規模な ものが都市だが、カイ

ロやアレクサン ドリアのような突出 した政治の中心地を別にすれば、その他の地方都市は、ほ

とんど19世 紀後半以降のエ ジプ ト社会の近代化、人口の増加過程の中で形成 された ものであ り、

それゆえに、農村部 におけるvillageとtQwnの 区別 は必ず しも明確 ではない。実際、私が19

世紀中葉の通行税関係文書を検討 した結論(参 考文献(3)を参照)は 、農村における市 も、地方

都市における市 も、商われている商品、そ こで活躍 している商人に関 してそれほどの差はな く、

あ って も量 的な差で あ って質的 な差 で はな いとい う もので あ った。 したが って、

market と town market

village

効有りまあはに際るす察考を市期定のトプジエは化型類の市,りa

ではな く、それに代わる市の類型化が試み られねばならないと思われ る。

それで はどういう類型化が可能か。私としては、 「家畜市」 と 「野菜市」という類型化を主
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張 したい。っまり、農村市と都市市という市の立地空間を基準にした分類で はなく、市で商わ

れている財を基準 に した分類である。ラーソンはvillagemarketとtownmarketの 違 いとし

て二っの点を挙げている。一つは商品が品物 ごとに並べ られているか どうか、他の一っは売 り

手が市場税を払 っているかどうかということである。 しか し、現在のエジプ トでは市場税を徴

収す る市 とそ うでない市が同 じ空間に立 ったり、混 じっていたり、隣合わせ になっていた り、

同 じ地区ではあるが離れたところに立 ったりという形で、市場税徴収の有無でvillagemarket

とtownmarketを 区別することはできない。市場税を徴収 され るの1ま特定の商品の市場だ け

である。例えば、野菜を売っている市場では市場税は徴収されない。 したが って、空間を基準

に分類す るよりも、売 られている商品を基準に分類する方が、エジプ トの市を理解するのに有

効である。ここで家畜市 というのは、家畜に代表 される財が商われる空間である。っまり、高

い商品価値を有 し、差益的な取引の対象 となる財が売買 され る空間である。一方、野菜市とい

うのは、野菜に代表 され る財が商われる空間であ る。っまり、食糧品、 日用品など等価性 に重

きを置 く、生活必需品一般が売買される空間であ る。

「家畜市」の場合、定期的、かっ長期にわた って継続的に運営される可能性が高 く、近代的

なマーケ ッ トシステムが国内の隅々にまで普及 しない限 り、時の経過 と共にその定期性を強め

ることもあり得 る。エ ジプ トにおいて60年 代の社会主義体制がとられたとき、おそらく農村部

における定期市の再活性化があったと考え られるが、 この場合、定期市 は時代とともに常設店

舗へ と移行す るのではな く、社会主義体制とい う経済的、社会的な条件の もとにおいて、 「家

畜市」はその定期性を強めた ということであ る。理由は、そ こで商われ る財の性格か ら、国家

権力がこの種の市の運営に介入 し、時と してそれを直接統制下に置こうとしたか らであったと

考えられ る。

実際、 「家畜市」は他の市 と区別され、フクー ミー(ア ラビア語で 「政府の」という意味)

の市 と呼ばれている。 この種の市が立っのは地方行政の中心(ア ラ ビア語でマルカズ)で あ る。

具体的には郡庁所在地(マ ルカズ)で ある場合が多い。 これに対 して野菜市の場合は、そ こで

商われる財が 日用品、食糧品を中心とした生活必需品であるため、国家権力か ら介入を受ける

程度が少な く、現在において 「野菜市」 は 「家畜市」 との対照か ら 「女の市」 と呼ばれること

もある。 この種の市 は市が立つ地域の人 口に応 じて、その規模を変化させるが、あまりに人 口

が増加 した場合には、一つの 「野菜市」は複数の 「野菜市」に分割 されるか、毎 日市、あるい

は常設店舗、常設市に吸収される。そのため 「野菜市」の定期性は容易 に失われ、長期間にわ

たる継続的運営 は望めない。 したがって、 「野菜市」は時代の経過 とともにその運営のあ り方
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を大きく変化 させ ると考え られる。

現在、エジプ トでは 「家畜市」の定期性が更に強あられ る傾向さえ見 られる。エジプ トの場

合、役畜用の家畜の需要 は、農業の機械化によって減少 しっっあるが、逆に食肉用 としての需

要は急激に増加 している。他方、 「野菜市」の場合には、その定期性がだんだん失われ、毎 日

市に吸収 され る傾向が強い。

ところで、近代エジプ ト史を振 り返 ってみ るならば、定期市と国家権力 との関係において注

目すべきは、すでに19世 紀の前半の早い時期か ら国家権力は 「家畜市」のみならず 「野菜市」

に対 しても目配りを していたということである。 もっとも、国家が この2つ の市 に介入する目

的は異なってはいたが。

資 料1「 農 業 法 」(1830年)

第三 八 条 …村 落 住 民 あ る い は 村 落 に 住 む 肉 屋が 、 規 則(awamir)に 違 反 して、 弁 解 の 余 地 な く雌 の 家

畜 、 あ る い は年 齢 が 三 歳 に な る前 の 雄 の 牛 あ る い は雄 の 水 牛 を 屠 殺 した り、 肉 屋 が 定 あ られ た 以

上 の価 格 で 肉 を 売 っ た り、 目方 を 偽 って 少 な く した り、 さ ら に は、 理 由 な く、 後 述 す る規 定 に違

反 して家 畜 を屠 殺 した よ うな場 合 、 調 査 の 後 、 か か る行 為 を お こ な った 者 に対 して 、 初 犯 の 場 合

に は、100回 の ム チ打 ち の 刑が 、 再 犯 の 場 合 に は、150回 の ム チ 打 ち の 刑 が 科 せ られ る。 しか しな

が ら イ ー ドル ・ア ドハ ー('lda1-adha)、 ア フ マ ド ・バ ダ ウ ィ ー(al-SayyidAhmadal-

Badawi)師 や イ ブ ラ ヒー ム ・ ドス ゥ ー キ ー(al-SayyidIbrahimal-DasUql)師 の 生 誕 祭 の

よ うな祭 日 に お いて は 、 た とえ 年 齢 が 三 歳 未 満 で あ っ た と して も、 雄 の 家 畜 で あ るな らば 、 屠 殺

して もよ い。 他 方 、 不 妊 の雌 の家 畜 、 子 供 を 生 む こ とが 期 待 で きな い 老 い た 雌 の 家 畜 、 そ して 、
マアムー ル ナー ズ イ ル 。

すでに体 の一 部に損 傷を受 けて いる雌の家畜 については、州長官あ るい は地区長官(naziral-

qism)に よ って以上の ことが確認 された後 な らば これを屠殺 して もか まわない。

国家権力の 「家畜市」への介入を示す例と して、まず資料1と して挙げた1830年 の農業法を

見て もらいたい。 この農業法 はエジプ トにお ける最初の近代的刑法である。エ ジプ トの社会が

水利農耕社会であ ることか ら容易に想像され るように、初めての近代的な刑法は農村および農

民を対象 にした。その38条 には、r村 落住民あるいは村落に住む肉屋が、規則に違反 して、弁

解の余地な く雌の家畜、あるいは年齢が3歳 になる前の雄の牛あるいは雄の水牛 を屠殺 した り、

肉屋が定め られた以上の価格で肉を売 った り、云 々…』という文言がある。更に11条 には家畜

購入者に対 して、村長 と村役人は監視すべ しという文言 もあ り、国家が家畜に対す る目配 りを

通 して、農業を管理 しよ うとする強い意図が うかがわれる。 この国家の目配 りは家畜だけで は

なく、サーキヤと呼ばれた揚水車 にまで及んでいる。

資料2は 、正858年に公布 された通行 ・市場税の新規則で、その内容は地方当局 に、混乱 して
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いる通行 ・市場税を整理す るため、どの ような財に対 してどれだけの額の通行 ・市場税が徴収

されているかを調査、報告 させ、それに基づいて報告書の要約と新たな規則の作成を命 じたも

のである。その項 目1が 家畜についての規定である。その中に、農業法 と同 じ内容の文言が見

られることが分かるであろう。

資料2「 通行 ・市場税 」新規則(1858年)

01歳 か ら3歳 まで(の 牛、水牛)に 対 して は、1頭 あた り2キ ュル シュ、4歳 か ら8歳 まで に対 し

て は、1頭 あた り3キ ュル シュ、 そ して9歳 以上 に対 しては1頭 当た り100フ ィ ッダが徴収 され ること

にな る。(こ う して、9歳 以上の牛、水牛に対す る徴税額は低いのであるが 、)そ れは、 この歳 になっ

た家畜 は、それよ り若い家畜 と違 って、役畜 と して役にたたず、最低 の価値 しか もたないか らで ある。

ところで、 この二種類の家畜購入者は、その購入を、あ る時は蓄財 あるいは農作業 のために、 ある時 は

肉屋(jazzarfn)で の屠殺 のため に行 って いるが、(後 者の)対 象 は、 蓄財 と(農)作 業 に とって役

に立た ない家畜であ る。 そこで、肉屋に売却 され るこうした役立たずの家畜 に対 しては、それが屠殺 に

しかむかない とい うことが確かめ られたな らば、 「通行 ・市場税」は徴収 されてはな らない。(項 目1

より抜粋)

○ この商品(タ マネギ)は 貧乏人の食料 品(ma'kOlatal-fuqara')の 一つで もあり、他の地点にお

いては、かか る徴税措置 はとらわれていない。(項 目76よ り抜粋)

以上、国家 は家畜に対 して大 きな関心を払 った。それ は家畜が財 としての商品価値が高いこ

とと並んで、国家の農業政策の遂行にとって重要であ ったか らである。他方、野菜 はその対極

にある財であるが、 この財について も国家の介入が見 られた。例えば、項目の76は タマネギに

っいての規定であるが、そこで、タマネギという商品は農作物であり、タマネギが とれ る土地

にはハラージュ、っまり土地税が課せ られている。 したが って、税は農民か ら徴収 されている

ので、 さらに通行 ・市場税を徴収す るには及ばないと規定 された後、 この商品に通行 ・市場税

が課されない理由として、タマネギは貧乏人の食料品の一っであることがっけ加えられている。

したが って、タマネギ市場への国家の介入 は同 じ介入で も、家畜市場への介入 とはその性格を

全 く異に したのである。

私の言 いたか った ことを整理すれば、まず第1に 、エ ジプ トの定期市を分析する場合、 「農

村市」対 「都市市」という市が立つ空間を基準に した分類 よりも、「家畜市」対 「野菜市」 とい

う商われ る財を基準 に した分類の方が有効 であ ること。第2に 、 この分類を採用す ることに

よって、エ ジプ トにおける流通 システムと国家権力 との関係を明確に描 き出す ことがで きる'こ

と。そ して第3に 、実際近代エ ジプ トにおける国家の農村流通 システムへの介入は顕著であ り、

それは家畜のような高い商品価値を有する財から、野菜のよ うな生活必需品にまで及んでいた

ことである。そ して、それはナイルの水に規定 されたエ ジプ トの地域性 と深 く結びついたもの
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であ った。
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コ メ ン ト

癒 地 利 明

　私は人文地理学 を専攻 しており、現代の定期市にっいて、南イン ドで調査 した経験がある。

そういうことを踏 まえて、簡単にコメントを述べたい。

　農村流通 システムを構成す る一つの拠点 として、市に注目されている。市に対する国家の介
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入、目配 り等が財の性格 によって違うというところに、発表の力点が置かれている。国家の家

畜市を通 じての目配 りの強 さが、水力国家エジプ トの性格をあ らわす というところまで、話 は

発展 していくのだろうと思 う。一 口に農村流通 システムといって も、都市で生産 され る都市的

生産物が農村市場へ下方流通 としていく場合 と、農村的な生産物が都市に向けて上方流通 して

いく場合 とでは、基本的な市場 システムの違いがあるのではないか。

私達の分野でい う中心地理論、 それを もとに展開 してい った様々な研究成果に基づいて、

ラーソンの論文 にあ る3つ の流通 システムが要 旨に掲げ られてい る。Solarcentral-place

systemは 、ちょうど細胞の核にあたる中心地があ って、太陽が衛星を支配 しているようにそ

の中心地がまわ りを支配 しているという体系である。 これはチ ューネンの孤立国モデルに極め

て近 い。そ して、Dendriticと い うのは、西アフリカなどに見 られ るように、海岸部に港を持

っ都市があ り、そこから鉄道が延びて、その末端 に小 さな市場があるというような体系である。

そ してInterlockingと いうの は、我々の いうところの中心体系であ り、各中心地が相互に競

合 しあいながら全体の網状組織を作 り上げているようなシステムをいって るわけである。

都市的な生産物は、その時の支配の形態、っま り極めて領域的な支配が確立 している場合 に

はSolarで あった り、経済的な競合が行われている場合 にはInterlock三ngに なるような体系

を通 じて、上か ら下へ と流れてい くわけである。先ほど発表の中で例示 された綿花の場合はそ

れ とは異な っている。農村生産物が市で集められて都市に流れてい く場合には、卸売的機能が

介在す るわけで、デ ン ドリティックなマーケッ トシステムを持つわけだ。基本的な農村流通 シ

ステムとい う場合には、農村的生産物だけに限定せず、そ うい う都市的生産物 も含みなが ら議

論す ることが必要ではないか。

もう少 し敷術 していうと、例えばこの研究会で東南アジア海域世界 というようなことがよ く

いわれ るが、それがここではデ ン ドリティックなシステムに当たるわけである。それに対 して

イ ンドのlittlekingdomと か、ジャワ的世界 はどち らかというと、Solarで あり、中国の場

合は、上の方の レベルの中心地同士の横の繋が りもあるだけではな く、それを核として個々に

きちん とした市場圏があ って、経済的な交流の体系ができている。そういう上 と下の両方の中

心地が共 に安定 した姿を持 っている。そ ういう体制が唐時代の頃か らすでにで きあがってお り、

中国社会をずっと作 ってきたわけだ。そ ういった意味で、世界単位とか地域を認識する際の重

要な視点を中心地体系が提供す るといえる。

流通 システム、またそこにおける政治的な支配の問題と も絡み合いなが ら、20世 紀になれば、

これ らの体系が混在 しあ って、複雑化 して いく。そういう一元的な方向で変わってい くとして
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いいのか、あるいは一つの システムの変遷を幾っかの別のパラダイムの分立 として捉えた方が

いいのか といった問題が、地域性の形成 という問題 と、今日の角山さんの基調講演 との間の繋

ぎと してあるのではないかという気がす る。

質疑応答

加藤 ご指摘の都市生産物 も含めて もう少 し

考えろというのは、その通りだと思 う。 この

点を含めて、イスラム社会を専攻 している人

間は、流通にばかり目が向いており、生産の

観点からの分析が足りない。イスラム社会を

研究 している者に対する不満の最大はこの点

にあると思う。次いで、ラーソンは単線的な

流通 システムの移行を指摘 しているようにみ

えるが、現実の流通 システムの展開はそれほ

ど単純なものではない。例えば、定期市 も社

会の近代化過程において一方的に常設市に移

行するのではなく、状況によっては、解消さ

れるのではな く、強化されることもある。い

まエジプ ト農村はいわゆる社会主義体制から

自由主義体制への移行の過渡期にあり、去年、

完全な流通の自由化が図 られた。同時に、卸

売を含めた流通機構の整備、およびそれに連

なる村長制度改革のような行政改革 もなされ

そいる。その過程で、定期市がどのように整

理 されてい くのかに関心がある。おそらく一

方的に解消されるというのではなく、定期性

が強化される市もあるだろうし、解消される

市もあるだろう。

水島 国家の関わりをおっしゃったわけだが、

いまの流通 システムの3つ の形態と国家の関

わ り方が、何らかの対応をすると考えるのか、

あるいは市の在り方が歴史的な発展の中で、

当然の結果 として出て くると考えるのか。っ

まり市 自体の問題と、国家の対応というもの

が何 らかの地域的な差異というものをもたら

すと考えるのか。

加藤solarcentra1-placesystemが 「野

菜市」的な市 に対応するし、dendriticcen-

tral-placesysもemが 「家畜市」に対応す る。

流通 システムの類型と市の類型 との間には、

強い相関関係があると考える。流通 システム

がどのような形で時代の流れの中で展開する

かについては、国家の政策との関係から個々

具体的に見てい くしかない。

今岡 家畜市と野菜市というのは、経済学的

にいえば、資本市場と財の市場 というふうに、

抽象的にいうことができる。そして国家の関

わ りというのは、財市場とその資本市場 とは

違 うのではないか。財市場なら、徴税の対象

になるが、現代のいろんな国家 とか開発、発

展等を考えると、む しろ家畜市場、すなわち

資本市場といわれるようなものは、国家が保

護するような形で関わ っていく感 じがするが、

その点を教えてほしい。
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加藤 おそらくその通 りである。家畜市の場

合には料金を取るが、家畜を課税の対象とす

るというよりも、市を管理する資金を確保す

るための徴税だと思 う。1898年 にカンパニー

ができて市の統廃合がなされ、1952年 のエジ

プ ト革命後には、このカンパニーが国有化 さ.

れ、更に60年 代には、地方の有力者に徴税請

負に出されると、市の管理については変遷を

みたが、この変遷 も、 この観点から説明でき

るように思われる。っまり、一貫 して国家の

家畜市に対する姿勢は通行税とか市場税を取

るというよりは、家畜を売 るための公共的な

空間の管理のたあに料金を徴収するという側

面が強いと思 う。
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